
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】データストローブ信号のグリッジノイズに配慮

した回路を具備することなく、ＳＤＲＡＭとメモリコン

トローラ間の配線制限を緩和することを目的とする。

【解決手段】DDR-SDRAMを記憶手段として保持するメモ

リシステムに対し、データストローブ信号であるDQSと

は別のクロックにてデータを取り込むことを特徴とする

メモリ制御装置が提供される。上記メモリ制御装置は、

前記クロックをマスクする回路６００とそのマスク回路

の出力に接続される遅延回路６０１を備えている。更に

、メモリチップ毎に遅延時間を格納するフリップフロッ

プ群６０２を備え、リードアクセスの度にアクセスされ

るメモリチップを判断し、データの取り込みタイミング

に合わせて遅延値格納フリップフロップ群６０２の遅延

値を遅延値選択制御回路６０４によって選択し、前記遅

延回路６０１によってマスク回路６００の出力信号を遅

延させる。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 DDR-SDRAMを 記 憶 手 段 と し て 保 持 す る メ モ リ シ ス テ ム に お い て 、 デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号
で あ る Ｄ Ｑ Ｓ と は 別 の ク ロ ッ ク で デ ー タ を 取 り 込 む こ と を 特 徴 と し 、 前 記 ク ロ ッ ク の マ ス
ク 回 路 と そ の マ ス ク 回 路 の 出 力 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 を 備 え 、 複 数 の メ モ リ チ ッ プ が 接 続
さ れ た メ モ リ シ ス テ ム に お い て Ｃ Ｓ で 区 切 ら れ た メ モ リ チ ッ プ と Ｄ Ｑ ／ Ｄ Ｑ Ｓ グ ル ー プ の
組 合 せ 毎 に 前 記 遅 延 回 路 の 遅 延 値 を 格 納 す る 手 段 を 備 え 、 更 に Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ の リ ー ド ア ク セ
ス の 度 に ア ク セ ス さ れ る メ モ リ チ ッ プ を 判 断 し 、 デ ー タ の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て
前 記 遅 延 回 路 の 遅 延 値 を 選 択 す る 回 路 を 備 え た メ モ リ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 遅 延 回 路 に お い て 、 調 整 パ タ ー ン を 用 い て 、 前 記 遅 延 回 路 の 遅 延 時 間
を 調 整 し 、 デ ー タ を 取 り 込 み 可 能 な 最 適 な 遅 延 値 を 格 納 す る 手 段 を 備 え た メ モ リ 制 御 装 置
。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 メ モ リ か ら デ ー タ を 読 出 す た め の メ モ リ イ ン タ ー フ ェ ー ス 制 御 回 路 に 関 し 、
特 に DDR－ SDRAM (Double Data Rate -　 Synchronous Random Access Memory)の 読 み 出 し
イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 SDRAMな ど の 同 期 型 メ モ リ は ， メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ か ら ス ト ロ ー ブ 信 号 と し て の ク ロ ッ
ク に 同 期 し て ， ア ド レ ス 信 号 ， 制 御 信 号 ， ラ イ ト デ ー タ 信 号 な ど を 供 給 さ れ ， ク ロ ッ ク に
同 期 し て リ ー ド デ ー タ 信 号 を 出 力 す る 。 ク ロ ッ ク を ス ト ロ ー ブ 信 号 に 利 用 す る こ と で ， 高
速 サ イ ク ル で の 動 作 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 近 年 で は メ モ リ ー チ ッ プ セ ッ ト で の 各 チ ッ プ 間 に 発 生 す る ス キ ュ ー を 最 小 化 し 、
コ ン ピ ュ ー タ 内 で 各 回 路 間 の 同 期 を 取 る た め に メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ と 同 周 期 の デ ー タ ス ト
ロ ー ブ 信 号 を 用 い 、 そ の 立 ち 上 が り 時 と 立 ち 下 が り の 両 方 の エ ッ ジ に 同 期 し て デ ー タ の 読
み 書 き が 行 な え る よ う に し た ダ ブ ル デ ー タ レ ー ト (DDR)モ ー ド と い う 高 速 な デ ー タ 転 送 機
能 を も っ た DDR-SDRAMが 登 場 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま ず 、 DDR-SDRAMに て 新 し く 採 用 さ れ た デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｄ Ｑ Ｓ に つ い て リ ー ド 動
作 を 例 に 図 1の タ イ ミ ン グ 図 と 図 2の ブ ロ ッ ク 図 を 用 い て 説 明 す る 。
リ ー ド サ イ ク ル 中 、 DDR-SDRAMは ク ロ ッ ク (CＬ K)に 同 期 し た デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSを 制
御 す る 。 メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 等 の レ シ ー バ は デ ー タ と 並 走 さ れ て 送 ら れ た DQSを 基 準 に し
て 、 デ ー タ (DQ)を 取 り 込 む 。 リ ー ド サ イ ク ル 中 の DQSの 動 作 は 次 の 通 り と な る 。
（ １ ） デ ー タ が 出 力 さ れ て い な い 状 態 で は ハ イ ・ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 と な る (図 1中 100)。
（ ２ ） リ ー ド ・ コ マ ン ド 入 力 後 、 DQSは リ ー ド デ ー タ が 出 力 さ れ る 約 1サ イ ク ル 前 に ロ ー レ
ベ ル と な る 。 こ の 期 間 を プ リ ア ン ブ ル と 呼 ぶ (図 1中 101)。
（ ３ ） DQSは ク ロ ッ ク と 同 周 波 数 の ト グ ル を 始 め 、 リ ー ド が 終 了 す る ま で ト グ ル し 続 け る (
図 1中 102)。
リ ー ド 動 作 で は DQSの エ ッ ジ と リ ー ド デ ー タ の エ ッ ジ は 一 致 す る た め メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ
等 の レ シ ー バ は リ ー ド デ ー タ を 受 け 取 る 場 合 、 デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 を リ ー ド デ ー タ が 取
り 込 む こ と が で き る 位 置 ま で PDL(Programable DeLay)や DDL(Delay Locked LooP)を 備 え た
遅 延 回 路 を 用 い て 調 整 し た ク ロ ッ ク  (図 1中 の DQSL)で デ ー タ を 取 り 込 む の は 公 知 の 技 術 で
あ る 。
（ ４ ） リ ー ド が 終 了 す る と 、 1/2ク ロ ッ ク の 間 ロ ー レ ベ ル と な る 。 こ の 期 間 を ポ ス ト ア ン
ブ ル と 呼 ぶ (図 1中 103)。
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（ ５ ） ポ ス ト ア ン ブ ル 期 間 が 終 了 す る と 再 び ハ イ ・ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 に 遷 移 す る (図 1中
104)。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 通 り 、 DDR-SDRAMの デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSは ポ ス ト ア ン ブ ル 期 間 (図 1中 １ ０
３ )経 過 後 に ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 に 遷 移 す る が 、 こ の 時 、 信 号 反 射 が 発 生 す る と グ リ
ッ ジ が 生 じ (図 1中 201)、 こ の グ リ ッ ジ の 影 響 に よ っ て 不 当 に FIFO_Cが 更 新 さ れ る た め （ 図
1中 ２ ０ ２ ） 内 部 回 路 に て デ ー タ 化 け を 引 き 起 こ す 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 異 な る ク ロ ッ ク ド メ イ ン か ら 別 の ク ロ ッ ク ド メ イ ン に 一 定 の 量 の デ ー タ を 転 送 す
る 場 合 、 デ ー タ 転 送 速 度 の 違 い や 、 デ ー タ バ ス 幅 の 違 い を 整 合 す る た め に 図 2に 示 す よ う
な FIFO（ Ｆ ｉ ｒ ｓ ｔ 　 Ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｒ ｓ ｔ 　 Ｏ ｕ ｔ ） 回 路 が 用 い ら れ る が 、 DDR-SDRAMを 記
憶 手 段 と し て 有 す る メ モ リ シ ス テ ム に お い て も 一 般 的 で あ る 。 可 変 遅 延 回 路 308は デ ー タ
ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSを デ ー タ 取 り 込 み 可 能 な 位 置 ま で 位 相 を 調 整 す る 。 メ モ リ か ら の 読 み
出 し デ ー タ は デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSで 動 作 す る 制 御 回 路 300で 制 御 さ れ 、 デ ー タ 保 持 可
能 な Dフ リ ッ プ フ ロ ッ プ 302、 303、 304、 305へ 順 番 に 書 き 込 ま れ る 。 前 記 フ リ ッ プ フ ロ ッ
プ へ の 書 き 込 み デ ー タ は 、 内 部 ク ロ ッ ク (CLK)で 動 作 す る 制 御 回 路 301で セ レ ク ト さ れ 、 フ
リ ッ プ フ ロ ッ プ 307へ と 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 上 述 し た グ リ ッ ジ が 生 じ る と 、 FIFO内 デ ー タ が 壊 さ れ (図 1中 202)、 そ の 結 果 FIFO
出 力 も 不 当 (図 1中 203)と な っ て し ま う 。
上 記 、 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 特 開 平 ２ ０ ０ ５ － ２ ７ ６ ３ ９ ６ で は 図 3に 示 す よ う に 、 デ
ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSに マ ス ク を か け る 回 路 を 設 け て 、 グ リ ッ ジ が 乗 ら な い よ う に し て
グ リ ッ ジ 耐 性 を 高 め る メ モ リ イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 回 路 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 ， 従 来 技 術 に つ い て 図 3の ブ ロ ッ ク 図 ， 図 4の タ イ ミ ン グ 図 を 用 い て 説 明 す る 。
マ ス ク 信 号 可 変 遅 延 回 路 401は マ ス ク 信 号 遅 延 値 制 御 回 路 400よ り 出 さ れ る 基 本 マ ス ク 信 号
SDEの 変 化 タ イ ミ ン グ を ， マ ス ク 信 号 遅 延 値 制 御 回 路 400か ら 出 さ れ る 遅 延 制 御 信 号 に よ っ
て 最 適 値 に 調 整 す る 。 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ か ら 出 さ れ る デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｄ Ｑ Ｓ は デ
ー タ 信 号 Ｄ Ｑ と 同 位 相 で 出 力 さ れ る の で 、 そ の ま ま デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 と す る と デ ー タ
を 受 け 取 る タ イ ミ ン グ が 厳 し い た め DQS遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ４ ０ ７ に よ り デ ー タ ス ト ロ ー
ブ 信 号 Ｄ Ｑ Ｓ が Ｄ Ｑ を 取 り 込 め る 位 置 ま で 位 相 を ず ら す 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 マ ス ク 信 号 生 成 回 路 404は マ ス ク 信 号 可 変 遅 延 回 路 401に よ っ て 遅 延 が 調 整 さ れ た 基 本 マ
ス ク 信 号 SDFと Ｄ Ｑ Ｓ 可 変 遅 延 回 路 403に よ っ て 遅 延 が 調 整 さ れ た デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQ
SLか ら マ ス ク 信 号 DQEを 生 成 す る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 405は マ ス ク 信 号 生 成 回 路 404で 生 成 さ れ た
マ ス ク 信 号 DQEと デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSLと の Ａ Ｎ Ｄ 回 路 を 取 る こ と に よ り ,デ ー タ ス ト
ロ ー ブ 信 号 DQSLか ら グ リ ッ ジ ノ イ ズ (図 4中 500)を 削 除 し た デ ー タ ス ト ロ ー 部 信 号 DQSPを 生
成 す る 。 こ の デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSPで FIFO回 路 群 406を 機 能 さ せ る こ と で グ リ ッ ジ 耐
性 を 向 上 さ せ た メ モ リ イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 回 路 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ７ ６ ３ ９ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 し た 従 来 技 術 は 、 デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｄ Ｑ Ｓ に 必 要 な と き 以 外 は マ ス ク し て い る
の で グ リ ッ ジ ノ イ ズ 耐 性 が 高 く 有 効 な 手 段 で あ り 、 マ ス ク 信 号 と デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｄ
Ｑ Ｓ に 遅 延 回 路 を 備 え て い る た め 、 ボ ー ド レ イ ア ウ ト の 配 線 制 約 も 緩 和 さ れ る が 、 次 の よ
う な 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 一 の 問 題 点 は 、 従 来 技 術 は 一 本 の デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 DQSを マ ス ク す る た め の 信 号
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を 調 整 す る マ ス ク 信 号 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ４ ０ ０ と マ ス ク 信 号 可 変 遅 延 回 路 ４ ０ １ 、 デ ー
タ ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｄ Ｑ Ｓ が Ｄ Ｑ を 取 り 込 め る 位 置 ま で 位 相 を ず ら す 制 御 を 行 う Ｄ Ｑ Ｓ 遅 延
値 調 整 制 御 回 路 ４ ０ ７ と Ｄ Ｑ Ｓ 可 変 遅 延 回 路 ４ ０ ３ の ２ 組 の 調 整 制 御 回 路 と 可 変 遅 延 回 路
が 必 要 と な る た め 回 路 が 複 雑 化 す る と い う 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 二 の 問 題 点 は 、 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ シ ス テ ム の ボ ー ド レ イ ア ウ ト は Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ と メ モ リ ー コ ン ト ロ ー ラ 間 の 一 本 の Ｄ Ｑ Ｓ と こ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 Ｄ Ｑ の 等 長 配 線 と
SDRAM間 の 一 本 の Ｄ Ｑ Ｓ と そ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 の 等 長 配 線 を 心 が け る 必 要 が あ る と い
う 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 DDR-SDRAMを 読 み 出 す メ モ リ イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 回 路 を 簡 素
化 す る 手 段 を 提 供 し 、 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 間 の ボ ー ド レ イ ア ウ ト の 配 線 制 約
を 従 来 技 術 よ り 更 に 緩 和 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る 手 段 に つ い て 図 3と 図 5を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で は DDR-SDRAMを 記 憶 手 段 と し て 保 持 す る メ モ リ シ ス テ ム に 対 し 、 デ ー タ ス ト ロ
ー ブ 信 号 で あ る DQSと は 別 の ク ロ ッ ク に て デ ー タ を 取 り 込 む こ と を 特 徴 と す る メ モ リ 制 御
装 置 が 提 供 さ れ る 。 上 記 メ モ リ 制 御 装 置 は 、 前 記 ク ロ ッ ク を マ ス ク す る 回 路 ６ ０ ０ と そ の
マ ス ク 回 路 の 出 力 に 接 続 さ れ る 遅 延 回 路 ６ ０ １ を 備 え て い る 。 ク ロ ッ ク の マ ス ク 信 号 は 前
記 ク ロ ッ ク と 同 期 し て い る た め 、 図 3の マ ス ク 信 号 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ４ ０ ０ 、 マ ス ク 信
号 可 変 遅 延 回 路 ４ ０ １ 、 マ ス ク 信 号 生 成 回 路 ４ ０ ４ の よ う な 回 路 は 必 要 な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 技 術 と 比 べ て メ モ リ チ ッ プ 毎 に 遅 延 時 間 を 格 納 す る フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 群 ６ ０ ２ と 遅
延 値 選 択 制 御 回 路 ６ ０ ４ が 必 要 と な る が 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 群 は 遅 延 値 を 格 納 す る の み の
フ リ ッ プ フ ロ ッ プ で 構 成 さ れ 、 遅 延 値 選 択 制 御 回 路 ６ ０ ４ は メ モ リ リ ー ド コ マ ン ド と ア ク
セ ス さ れ る メ モ リ チ ッ プ 番 号 を 示 す 信 号 の Ａ Ｎ Ｄ 回 路 の み の 簡 単 な 回 路 で 実 現 で き る 。 前
記 遅 延 回 路 は 、 調 整 パ タ ー ン を 用 い て 、 遅 延 時 間 を 調 整 す る 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ６ ０ ３ を
具 備 し 、 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ６ ０ ３ は 複 数 の メ モ リ チ ッ プ が 接 続 さ れ た メ モ リ シ ス テ ム に
お い て 、 メ モ リ チ ッ プ 毎 に 遅 延 時 間 を 自 動 調 整 し 、 デ ー タ を 取 り 込 む 為 の 最 適 な 遅 延 値 を
格 納 す る 機 能 を 備 え て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 効 果 は 、 デ ー タ の 取 り 込 み に デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 で あ る Ｄ Ｑ Ｓ を 使 用
し な い た め 、 グ リ ッ ジ ノ イ ズ 耐 性 の 為 の マ ス ク 信 号 生 成 回 路 や 前 記 マ ス ク 回 路 を 調 整 す る
制 御 回 路 が 必 要 な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 二 の 効 果 は 、 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ シ ス テ ム の ボ ー ド レ イ ア ウ ト は Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
と メ モ リ ー コ ン ト ロ ー ラ 間 の 一 本 の Ｄ Ｑ Ｓ と こ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 Ｄ Ｑ の 等 長 配 線 と SD
RAM間 の 一 本 の Ｄ Ｑ Ｓ と そ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 の 等 長 配 線 を 心 が け る 必 要 が あ る が 、 本
発 明 は Ｄ Ｑ Ｓ を 使 用 せ ず 、 ま た 、 リ ー ド 動 作 実 行 の 度 に メ モ リ チ ッ プ を 判 断 し 、 デ ー タ を
正 し く 取 り 込 む た め の 最 適 な 遅 延 値 を 選 択 す る 回 路 を 備 え る こ と で 、 デ ー タ ビ ッ ト 間 の 等
長 配 線 の み 心 が け れ ば よ い た め 、 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 間 の デ ー タ バ ス の 等 長
配 線 の 制 約 が 緩 和 さ れ る こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 具 体 的 に 示 し た 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明
す る 。 図 6は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 回 路 構 成 を 示 し た も の で あ り 、 図 7は 本 発 明 の 動 作
を 示 し た タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 6に お い て PLL７ ０ ０ は メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 内 部 回 路 の ク ロ ッ ク を 生 成 し て お り 、 Ｐ Ｌ
Ｌ ７ ０ ０ で 生 成 さ れ た ク ロ ッ ク （ 図 6中 の CLK） は ク ロ ッ ク ツ リ ー ７ ０ ２ を 介 し メ モ リ コ ン
ト ロ ー ラ 内 の 各 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ に 分 配 さ れ る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ７ ０ １ は Ｃ Ｌ Ｋ と Ｃ Ｌ Ｋ マ ス
ク 信 号 か ら メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 内 で デ ー タ を 取 り 込 む た め の ク ロ ッ ク (図 6中 の CLKM)を 生
成 す る 。 CLKマ ス ク 信 号 は ／ Ｃ Ａ Ｓ レ イ テ ン シ 後 に ア サ ー ト さ れ 、 読 み 出 さ れ る デ ー タ 長
と 同 じ サ イ ク ル 数 '1'と な る 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 で は デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 と 同 様 の 役 割 を 果 た す 信 号 と し て Ｃ Ｌ Ｋ Ｍ を 遅 延 回 路
７ ０ ３ で 調 整 し て 使 用 す る 。 遅 延 回 路 ７ ０ ３ は 遅 延 素 子 ７ ０ ７ に よ っ て Ｃ Ｌ Ｃ Ｍ を 遅 延 さ
せ 、 遅 延 時 間 は 遅 延 値 格 納 Ｆ ／ Ｆ 回 路 ７ ０ ４ の 出 力 値 に よ り セ レ ク タ ７ ０ ８ で 選 択 さ れ る
。 遅 延 値 格 納 Ｆ ／ Ｆ 回 路 ７ ０ ４ を 構 成 す る フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ １ ６ 、 ７ １ ７ に は メ モ リ チ
ッ プ 毎 に デ ー タ を 正 し く 取 り 込 む た め の 最 適 な 遅 延 回 路 ７ ０ ３ の 遅 延 段 数 が 遅 延 値 調 整 制
御 回 路 ７ ０ １ に よ り 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ７ ２ ３ は 調 整 パ タ ー ン を 生 成 す る 機 能 を 備 え 、 装 置 初 期 化 時 に 実 装
さ れ る 全 て の メ モ リ チ ッ プ に 対 し て 前 記 調 整 パ タ ー ン を 書 き 込 み 、 そ れ を 読 み 出 す 機 能 を
有 し て い る 。 遅 延 値 調 整 制 御 回 路 ７ ２ ３ は 遅 延 回 路 ７ ０ ３ 内 の 遅 延 素 子 ７ ０ ７ の 遅 延 段 数
を 増 や し な が ら 、 書 き 込 み パ タ ー ン を 読 み 出 す こ と で 期 待 値 と の 比 較 を 行 い 、 デ ー タ を 取
り 込 み 可 能 な 最 適 な 遅 延 段 数 を 遅 延 値 格 納 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路 ７ ０ ４ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 メ モ リ チ ッ プ 毎 に 調 整 さ れ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ １ ６ 、 ７ １ ７ に 格 納 さ れ た 遅 延 値 は 、 遅
延 値 選 択 制 御 回 路 ７ ０ ５ が リ ー ド ア ク セ ス の 度 に ア ク セ ス さ れ る メ モ リ チ ッ プ を 判 断 し 、
デ ー タ の 取 り 込 み タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て セ レ ク タ ７ １ ５ で 選 択 さ れ 、 遅 延 回 路 ７ ０ ３ の 遅
延 値 を 選 択 す る 。 そ の 選 択 信 号 は メ モ リ リ ー ド コ マ ン ド 信 号 と 読 み 出 さ れ る メ モ リ チ ッ プ
の 番 号 を 示 す 信 号 の AND回 路 ７ １ ８ を 取 る こ と に よ り 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路 ７ ０ ６ は Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ か ら 読 み 出 さ れ た デ ー タ が 格 納 さ れ
る フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 群 で あ り 、 読 み 出 さ れ た デ ー タ を メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 内 部 に 対 し て 同
期 化 し フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ １ ４ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 遅 延 回 路 ７ ０ ３ か ら 出 力 さ れ た 信 号 （ 図 6中 の Ｃ Ｌ Ｋ Ｍ Ｄ ） を フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ ２ ２
、 ７ １ ８ 、 ７ １ ９ 、 ７ ２ ０ 、 ７ ２ １ の ク ロ ッ ク と し て 接 続 し 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ ２ ３ は
ク ロ ッ ク ツ リ ー ７ ０ ２ の 出 力 ク ロ ッ ク （ 図 ６ 中 の Ｃ Ｌ Ｋ ） が 接 続 さ れ て い る 。 フ リ ッ プ フ
ロ ッ プ ７ ２ ２ と ７ ２ ３ は 初 期 化 時 に ０ 'に Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ さ れ る 。
フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ ２ ２ は Ｃ Ｌ Ｋ Ｍ Ｄ 信 号 で 更 新 さ れ 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ １ ８ 、 ７ １ ９
、 ７ ２ ０ 、 ７ ２ １ の 書 き 込 み Ｄ Ｒ Ａ Ｍ か ら 読 み 出 さ れ た デ ー タ は ７ １ ８ → ７ １ ９ → ７ ２ ０
→ ７ ２ １ 矢 印 ７ １ ８ ・ ・ ・ の 順 に 書 順 番 を 制 御 す る た め の 信 号 を 出 力 し て い る 。 Ｓ き 込 ま
れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 フ リ ッ プ フ リ ッ プ ７ ２ ３ は セ レ ク タ ７ １ ３ を 制 御 し 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ７ １ ８ 、 ７ １ ９
、 ７ ２ ０ 、 ７ ２ １ に 格 納 さ れ た デ ー タ を メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 内 部 の ク ロ ッ ク （ 図 ６ 中 の Ｃ
Ｌ Ｋ ） に 同 期 さ せ る 。 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ 制 御 （ Ｏ Ｕ Ｔ ） 信 号 は メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 内 部 ク ロ ッ ク と
同 期 し て い る 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 通 り 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 デ ー タ の 取 り 込 み に デ ー タ ス ト ロ ー ブ 信 号 で あ る Ｄ Ｑ
Ｓ を 使 用 し な い た め 、 グ リ ッ ジ ノ イ ズ 耐 性 の 為 の マ ス ク 信 号 生 成 回 路 や 前 記 マ ス ク 回 路 を
調 整 す る 制 御 回 路 が 必 要 な い 。
更 に 、 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ シ ス テ ム の ボ ー ド レ イ ア ウ ト は Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と メ モ リ ー
コ ン ト ロ ー ラ 間 の 一 本 の Ｄ Ｑ Ｓ と こ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 Ｄ Ｑ の 等 長 配 線 と SDRAM間 の 一
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本 の Ｄ Ｑ Ｓ と そ れ に 対 す る デ ー タ 信 号 の 等 長 配 線 を 心 が け る 必 要 が あ る が 、 本 発 明 は Ｄ Ｑ
Ｓ を 使 用 せ ず 、 ま た 、 リ ー ド 動 作 実 行 の 度 に メ モ リ チ ッ プ を 判 断 し 、 デ ー タ を 正 し く 取 り
込 む た め の 最 適 な 遅 延 値 を 選 択 す る 回 路 を 備 え る こ と で 、 デ ー タ ビ ッ ト 間 の 等 長 配 線 の み
心 が け れ ば よ い た め 、 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ と メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ 間 の デ ー タ バ ス の 等 長 配 線 の 制 約
が 緩 和 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は 全 て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い 。 例 え ば Ｆ
Ｉ Ｆ Ｏ 回 路 と し て 図 6の 様 な 回 路 構 成 を と っ た が 、 同 じ 機 能 を 有 す る の で あ れ ば 別 の 回 路
構 成 を と っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ の 動 作 を 説 明 し た タ イ ミ ン グ 図
【 図 ２ 】 Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ の メ モ リ 制 御 装 置 の 一 例 を 説 明 し た 回 路 図
【 図 ３ 】 従 来 技 術 を 説 明 し た 回 路 図
【 図 ４ 】 従 来 技 術 を 説 明 し た タ イ ミ ン グ 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 概 略 を 説 明 し た 回 路 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る メ モ リ 制 御 装 置 を 説 明 し た 回 路 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る メ モ リ 制 御 装 置 を 説 明 し た タ イ ミ ン グ 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
３ ０ ０ 　 制 御 回 路
３ ０ １ 　 制 御 回 路
３ ０ ２ 、 ３ ０ ３ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ５ 、 ３ ０ ７ 　 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ
３ ０ ８ 　 可 変 遅 延 回 路
４ ０ ０ 　 マ ス ク 信 号 遅 延 値 調 整 制 御 回 路
４ ０ １ 　 マ ス ク 信 号 可 変 遅 延 回 路
４ ０ ３ 　 Ｄ Ｑ Ｓ 可 変 遅 延 回 路
４ ０ ４ 　 マ ス ク 信 号 生 成 回 路
４ ０ ５ 　 Ａ Ｎ Ｄ 回 路
４ ０ ６ 　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路 群
４ ０ ７ 　 Ｄ Ｑ Ｓ 遅 延 値 調 整 制 御 回 路
６ ０ ０ 　 Ａ Ｎ Ｄ 回 路
６ ０ １ 　 遅 延 回 路
６ ０ ２ 　 遅 延 値 格 納 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 群
６ ０ ３ 　 遅 延 値 調 整 制 御 回 路
６ ０ ４ 　 遅 延 値 選 択 制 御 回 路
７ ０ ０ 　 Ｐ Ｌ Ｌ
７ ０ ２ 　 ク ロ ッ ク ツ リ ー
７ ０ ３ 　 遅 延 回 路
７ ０ ４ 　 遅 延 値 格 納 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 回 路
７ ０ ５ 　 遅 延 値 選 択 制 御 回 路
７ ０ ６ 　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 制 御 回 路 群
７ ０ ７ 　 遅 延 素 子
７ ０ ８ 、 ７ １ ３ 、 ７ １ ５ 　 セ レ ク タ
７ ０ １ 、 ７ ０ ９ 、 ７ １ ０ 、 ７ １ １ 、 ７ １ ２ 、 ７ ２ ２ 　 Ａ Ｎ Ｄ 回 路
７ １ ４ 、 ７ １ ６ 、 ７ １ ７ 、 ７ １ ８ 、 ７ １ ９ 、 ７ ２ ０ 、 ７ ２ １ 、 ７ ２ ２ 、 ７ ２ ３ 　 フ リ ッ プ
フ ロ ッ プ
７ ２ ３ 、 ７ ２ ４ 　 Ｎ Ｏ Ｔ 回 路
７ ２ ５ 　 遅 延 値 調 整 制 御 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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